
晴海おもてなし拠点（仮称）等の名称について 

 

１．趣旨 

   区のおもてなしの象徴となる晴海おもてなし拠点（仮称）については、選手・大会

関係者や来街者に歓迎の意を表し、分かりやすく、親しみやすい施設名称とする。 

 

２．検討経緯 

「平成 31年度東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたおもてなし 

アドバイザリー業務委託」において検討した複数の施設名称案について、観光・文化

検討部会、ボランティア検討部会に提示し、様々なご意見をいただいた。 

施設名称はシンプルに必要最低限の要素で構成することが重要であること、一般的

に読みやすさ・見やすさの限界であるといわれる「３つ以内の単語ブロック」で構成

すること、両部会でいただいたご意見などを踏まえ、2月 7日に開催された観光・文

化検討部会及びボランティア検討部会合同会議にて最終案をまとめたところである。 

 

３．施設名称案 

英語表記 

        Chuo City OMOTENASHI Center 

日本語表記 

中央区おもてなしセンター 

 【参考：他の名称案（抜粋）】 

   Chuo City OMOTENASHI Square（中央区おもてなしスクエア） 

   Chuo City OMOTENASHI Homebase（中央区おもてなしホームベース） 

 

４．実施内容の表示 

 晴海おもてなし拠点（仮称）の役割・機能が一般来街者に伝わりやすいよう、施設

名称を補足する説明文や機能一覧を Web等で発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能・コンセプトの説明 
主に Web上で表示 

機能のピクトグラムと説明 
主にポスターなど掲示物で表示 

【例】(中央区観光情報センター) 
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５．ロゴについて 

 東京 2020大会期間中は、晴海おもてなし拠点（仮称）をはじめ区内でさまざまな

「おもてなし」が展開されることから、両検討部会からの提案を受け、施設名称の

【OMOTENASHI】の部分をロゴ化し、最終案を次のとおりまとめた。 

 

   

 

 

テーマ：多様性…カラフルな点と文字で多様性を表現 

 

 【参考：他のロゴ案（抜粋）】 

 

 

 

    テーマ：交わる…選手・大会関係者、来街者、区民の交流を表現 

 

 

 

    テーマ：笑顔…笑顔の「おもてなし」を表現 

 

６．おもてなしロード（仮称）の名称 

 本区は、晴海通りと中央通りをおもてなしのメインストリートと位置づけ、歩行者

用観光案内標識やフリーWi-Fi、暑さ対策のミストや花の装飾など、来街者に快適な歩

行環境を提供できるよう整備を進めている。このおもてなしロード（仮称）は、晴海

おもてなし拠点（仮称）とともに区内回遊と本区のおもてなしを推進する事業である

ことから、同拠点との一体的な取組であることを示すため、これまで仮称として使用

してきた「おもてなし」と「道路・道」を表す「Road」を用い「OMOTENASHI Road（お

もてなしロード）」を最終案とする。 

 


